
(第57号〉

発行 所

魚津市田方町80番地

魚津 市役所
編締発行人 情河七良

〈毎月1日・15日発行〉

(定価一部三円〉

(昭和27年 9月期)
第三種郵便物認可

早

期

供

出

奨

励

金

十

日

ま

で

延

期

一
政
府
に
売
渡
す
べ
き
、
昭
和
二
十
九
年
産
米
穀
に
関
す
る
政
令
に
基
い
て
指
示
さ
れ
た

仇
本
市
の
産
米
の
出
頭
所
別
割
当
に
つ
い
て
は
、
去
る
十
一
月
二
十
二
日
市
農
業
委
員
会

九
の
意
見
を
徴
し
、
左
記
の
と
お
り
.十

一
月
二
十
四
日
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

報
右供義り供 すせ末 情 がつ年た月 協の要 納 のい近賜なは突務ま

出 務 ま米十 0 らを等、て三 0 十備 力 基 量 ととて日物努ひ破供しき
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魚

d々

ん

放

生

水
族
館
は
桜
の
花
咲
く、

来

春
ま
で
臨
時
休
館
致
し
ま
す
の

で、
最
後
の
十

一
月
十
四
日
、
十

五
日
の
両
日
は
「
感
謝
デ
1
」

と
し
て
、
無
斜
解
放
に
よ
り
市

民
の
皆
さ
ん
に
喜
こ
ん
で
頂
き

ま
し
た
。
叉
水
族

館

で
人

気

を
博
し
た
多
く
さ
ん
の
魚
は
、

狭
い
所
で
大
変
御
苦
労
を
か
吋

た
の
で
、
十
五
日
午
後
二
時
古

式
に
よ
る
。
生
き
物
-V
一放
っ
、

放
生
会

ま

ろ
じ
よ
う
え
)
の

供
箆
脳
機
引
に
よ
り
、

厳
そ
か

に
執
り
J
ほ
れ
ま
し
た
が
、

終

了
後
市
長
や
讃
長
等
の
手
で
次

々
と
水
族
館
の
魚
を
全
部
海

へ

放
流
し
ま
し
た
。

自
由
に
な
っ
た
魚
は
、
さ
ぞ

. ...."・‘'句、..'・J・・.~..、，・' .-

有

難

フ

ム
ヱミ

J、、p
. f:'":"1" 

a=r 

ー
む

喜
ん
で
い
る
事
で
あ
り
ま
し
よ

ろ
。
こ
の
行
事
は
毎
年
と
り
行

う
予
定
で
あ
め
ま
寸
。

魚
を
放
涜
す
る
市
長

生
活
改
善
の
実
施
は

ど
う
な

山の米供

ま

し

よ

./) 

し、

ろ

か

て

新
年
祝
賀

交

歓

昭
和
三
十
年
の
新
春
を
迎
え

る
に
当
り
、
市
で
は
市
民
相
互

の
親
睦
を
は
か
り
、
挙
っ
て
新

春
ぞ
寿
ぐ
た
め
・、
左
の
通
り
新

年
祝
賀
交
歓
会
を
催
し
ま
す
か

ら
参
加
御
希
望
の
方
は
ど
な
た

で
も
御
申
込
み
下
さ
い
。

日

時間
和
三
十
年
元
日

午
前
十

一
時

会

場
魚
津
間
部
中
学
校

会

費
金
百
五
十
円

申
込
期
限

+
二
月
=
十
日

申
込
に
つ
い
て
の
注
意

@
名
刺
作
成
の
都
合
上
期
限

後
の
申
込
み
は
受
付
致
し

ま
せ
ん
。

@
会
費
は
申
込
み
と
同
時
に

納
め
て
下
さ
い
。

@
官
公
街
、
会
社
、

事
業
所

に
あ
っ
て
は
市
役
所
秘
書

人
事
課
え
、
個
人
に
あ
っ

て
は
そ
の
区
の
広
報
員
を

通
じ
御
申
込
み
下
さ
い
。

栄
養
価
よ
h

り
見
た
保
存

常
備
食
の
調
理
栄
養
の

普
及

そ
さ
い
闘
の
経
営
と
家

畜
飼
養
法

農
家
住
宅
改
善
及
び
台

所
改
善

D
冠
婚
葬
祭
及
び
社
交
儀
札
改

善J
l
 

ロ

結
婚
は
式
や
調
度
を
重

視
せ
ず
人
格
を
専
重
し

新
家
庭
を
祝
福
す
る

葬
儀
に
は
無
駄
荷
な
く

し
て
故
人
の
霊
守
慰
め

る年
末
、
年
始
、
中
一
元
、

寒
署
、
節
句
等
の
贈
答

は
簡
素
に
す
る

E
生
活
改
善
態
勢
の
確
立
基
準

イ

各

種
会
合
に
は
集
会
時

聞
を
厳
守
す
る

ロ

毎
月
休
養
日
と
し
て
教

養
時
聞
を
作
る

F
計
画
生
活
の
実
践

イ

家

計

簿
を
作
り
目
覚
あ

る
生
活
を
す
る

p

'無
駄
な
費
用
そ
節
約
す
る

ロ

身

体

検

査

を

実

施

明

年

度

就

学

児

童

の

b、
ヱミ

明
年
度
〈
昭
和
=
干
年
度
V

一施
さ
れ
ま
す
か
ら
、

保
護
者
付

の
就
学
身
体
検
査
は
、
市
内
各

一添
い
の
上
検
査
を
受
け
て
下
さ

小
学
校
に
於
て
左
記
の
通
り
実

一
い。

れ

美

味

水
産
加
工
技
術
講
習
会

記

小

学

校

名

検
査
実
施
白

大

町

小

学
校

十

二

月

六

日

村

木

小

学
校

十

二
月

三

日

住

吉

小
学
校

十

二
月

八

日

上
中
島
小
学
校

十

一
月
廿
二
日

松

倉

小
争
校
十
一
日
十
六
日

坪

野

分

校

グ

古
鹿
熊

分

校

h
v

・上
野
方
小
学
校
十

一
月
廿
九
日

下
野
方
小
学
校

未

定

片

員

小

学
校

十

二

月

初

旬

山

女

分

校

h
ゲ

加

積

小

学

校

十

一
月
十
八
日

道

下

小

学

校

十

二

月

初

旬

経

国

小

学
校

十

二

月

初

旬

天

神

小

学
校

十

一
月
廿
五
日

西
布
施
小
学
校
十
一
月
廿
二
日

白

倉

小

学
校

十

一
月
十
六
日

計1011の、4えす
出生 Z

生
活
改
善
の
問
題
は
古
く
て
一
か
c
「
栄
養
価
よ
り
見
た
保
存
常

新
し
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
実
一
備
食
の
調
理
栄
養
食
の
普
及」

施
実
践
は
困
難
で
あ
る
。
何
故
一
の
問
題
を
中
心
と
し
て
取
上
げ

実
施
実
践
が
困
難
で
あ
る
か
、
一
る
の
な
ら
ば
先
づ
、

五
人
で
も

今
一
度
わ
れ
/
¥
は
本
気
に
な
一
十
人
で
も
よ
い
か
ら
グ
ル
ー
プ

っ
て
反
省
し
て
み
る
必
要
が
あ
一
を
作
っ
て
各
自
が
期
聞
を
持
つ

る
。
明
る
い
住
み
良
い
社
会
の
一
て
計
画
的
に
研
究
し
、
そ
れ
を

実
現
を
願
い
民
主
々
義
国
家
を
一

発
表
し
合
っ
て
、

実
践
に
う
つ

希
い
な
が
ら
、

長
い
間
の
伝
統
一
し
、

其
れ
等
の
グ
ル
ー

プ

を

や
因
習
か
ら
容
易
に
脱
し
き
れ
一
強
化
し
て
い
く
事
で
あ
る
。

前

ず
、
生
活
は
益
々
華
美
に
流
れ
、
一
に
も
述
べ
た
如
く
、
そ
れ
に
は

生
活
改
善
を
叫
び
つ
L
も
単
な
一
各
種
団
体
の
協
刀
が
必
要
で
あ

る
掛
声
や
形
式
面
の
改
善
に
と
一
る
。

ど
ま
っ
て
家
庭
生
活
の
向
上
は
一

次
に
生
活
改
善
事
項
を
あ
げ

ち
ち
と
し
て
進
ま
な
い
現
状
で
一
て
み
た
い
。

多
〈
の
事
項
が
あ

な

か

ろ

う

か

。

一

る

が

、

其
の
中
の

一
っ
か
二
つ

生
活
改
善
の
実
施
方
針
に
は
一
を
問
題
と
し
て
取
上
げ、

次
に

二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
一
は
権
一
は
何
、
と
漸
次
問
題
と
取
組
ま

力
に
よ
っ
て
実
施
ず
る
事
で
あ
一
ね
ば
な
ら
な
い
。
其
の
運
営
は

る
o

二
は
生
活
を
反
省
し
て
出
一
あ
く
ま
で
合
理
主
義
に
立
脚
し

発
す
る
事
で
あ
る
。
権
力
に
よ
・
一
た
民
主
々
義
的
運
に
よ
っ
て
な

っ
て
法
規
に
よ
っ
て
強
力
に
実
一
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

施
す
る
こ
と
は
国
難
で
あ
る
。
一

A
保
健
衛
生
に
関
す
る
事
項

生
活
を
反
省
し
て
、
生
活
改
善

一

イ

清
掃
協
力
ハ
薬
剤
撒
布
〉

の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
出
発
す
一
ロ
夜
具
干
し
励
行

る
よ
り
現
在
で
は
方
法
が
な
い
一

B
計
画
出
産
運
動
展
開

の
で
な
か
ろ
号
か
。
公
民
館
を
一

一

母

体

の

保
護
と
計
画
出

実
施
主
体
と
し
て
「
O
O
地
区
一

一

産

健
康
診
断

新
生
活
推
進
協
議
会
」
を
作
り
一

各
地
区
の
各
団
体
が
協
力
体
制
一
ロ
必
要
性
の
認
識
と
実
践

を
持
っ
て
出
発
せ
ね
ば
な
ら
な
一
技
術

.

ぃ
。
地
区
の
婦
人
会
だ
け
が
声
一

c衣
食
住
の
改
善
と
飼
育
栽
培

を
大
に
し
て
叫
ん
で
も
単
な
る
一
の
研
修

掛
声
に
終
る
の
で
な
か
ろ
う
一
イ
作
業
衣
の
工
夫
改
良

ヲー

、ー

iよ

， . 
試

食

会

風

景

学問
問年
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死亡 Z
姻

口

婚

人

し、

十
一
月
十
九
日
、

二
十
日
の

両
目
、
魚
津
の
特
産
品
で
あ
る
‘

ひ
め
じ
ハ
沖
の
女
郎
〉
に
ぎ
す

を
何
ん
と
か
魚
津
の
優
良
水
・産

加
工
製
品
に
し
よ
う
と
、
水
産

加
工
技
術
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
十
九
日
、
全
国
優
良
水

産
加
工
製
品
と
共
に
、
そ
の
試

食
会
を
水
族
館
階
上
で
、
関
係

者
参
集
し
て
聞
き
ま
し
た
が
、

席
上
味
の
具
合
や
今
後
の
水
産

加
工
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ

合
い
ま
し
た
。

く〉

オ

テ

イ

テ

カ

ラ

の

塚

(
=
0〉

「
塚
を
訪
ね
て
見
た
が
」

慶
長

一
四
年

三

六

O
九
)

前
回
利
長
公
は
、

高
岡
城
を
築

城
し
よ
号
と
、
時
の
築
城
家
高

山
南
坊
長
房
に
設
計
を
命
じ
ま

し
た

(
高
山
南
坊
を
高
山
右
近

と
称
じ
ま
し
た
〉

右
近
の
築
械

に
協
力
し
た
内
藤
徳
庵

ハ
と
く

あ
ん
〉
宇
喜
多
久
閑
、
品
川
右

京、

柴
山
権
兵
衛
な
ど
は
、
大

変
な
天
主
歓
の
信
者
で
、
当
時

堅
く
禁
ぜ
ら
れ
て
い
た
宗
教
で

あ
っ
た
為
め
、
強
く
改
宗
を
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
と
れ

を
こ
わ
ん
で
聞
き
入
れ
な
か
っ

た
為
め
、
慶
長
十
九
年
ハ
一
六

一
四
v
利
長
会
逝
去
の
年
に
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
領
マ
カ
オ
に
、

圏
外

追
放
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

此
の
頃
魚
湾
に
鈴
木
孫
左

エ

門
と
い
ろ
人
が
、
郡
代
所
の
役

人
そ
務
め
て
い
ま
し
た
。
ひ
そ

か
に
「
マ
リ
ヤ
」
の
傑
を
か
く

し
て
耶
蘇
教
を
信
仰
し
て
い
ま

し
た
孫
左
エ
門
は
慈
門
と
い
ろ

人
の
弟
子
で
慈
門
は
高
山
南
坊

の
高
弟
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
頃
か
ら
一
年
前
、
慶

長
十
八
年
(
一
六

一
一
一
一
)
に
は

「
宗
門
橿
那
請
合
之
提
」
を
天

下
に
掲
げ
、

東
照
神
君
御
垂
旨

拾
五
個
条
と
し
て
、
三
れ
脅
守

ら
な
い
も
の
は
、
日
本
六
十
余

・州
の
神
明
の
「
可
翠
蒙
神
罰
者

也
」
と
、

堅
く
禁
止
致
し
ま
し

た
。
叉
其
の
別立
年
に
は
「
宗
門

改
め
」
の
制
が
実
施
さ
れ
.
諸

国
の
天
主
教
の
そ
う
さ
く
が
、

一
層
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

当
時
京
都
の
南
蛮
寺
が
破
壊

さ
れ
耶
蘇
信
徒
は
北
陸
地
方
へ

も
参
り
、
こ
の
魚
津
に
来
て
驚

い
て
い
ろ
様

「
こ
の
魚
種
は
唐
の
今
浦
、南

洋
の
雲
浦
に
も
似
て
い
る
。

必
ず
海
中
に
昼
あ
っ
て
、
珠

を
産
す
る
所
だ
ろ
札
。
永
住

し
て
魚
腹
を
探
さ
ば
、
必
ず

テ
1

カ
ウ
の
珠
を
得
ら
れ
や

う
」
o

と
鈴
木
孫
左
エ
門
に
伝
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
孫
左
エ
門
は
毎
日

海
中
を
探
っ
て
こ
珠
を
得
、
そ

の
一
つ
を
慈
門
が
高
弟
大
和
の

眼
医
巴
送
り
ま
し
た
。

孫
左
エ
門
は
益
々
珠
を
探
る

「

こ
と
に
妙
を
得
、
傍
ら
法
を
拡
一

め
た
の

で
信
者
が
益

々
多
く
な
一

り
ま
し
た
が
、
慈
門
が
捕
え
ら
一

れ、

孫
左
エ
門
も
魚
湾
郡
代
大
一

昔
、主
馬
に
捕
え
ら
れ
、
大
和
の
一

眼
医
と
共
に
江
戸
に
召
し
出
さ
一

れ
て
神
田
の
辺
で
処
刑
さ
れ
ま
一

し

た

。

一

孫
左
エ
門
が
家
を
出
る
時
妻
一

に

向

っ

て

一

「
我
が
運
既
に
尽
き
た
と
見
一

え
今
朝
テ
1
カ
ウ
の
珠
、
墨

一

の
様
に
黒
〈
見
え
る
。
老
母
一

民
も
覚
悟
を
召
さ
れ
よ
」
一

と
暇
乞
い
し
て
遂
に
江
戸
に
送
一

ら

れ

ま

し

た

。

一

孫
左
エ
門
の
家
族
七
人
は
大
一

菅
主
馬
の
追
手
に
少
し
も
騒
が
一

ず
、
老
母
は
髪
を
結
び
直
し
て
、
一

追
手
が
却
っ
て
遅
い
の
を
な
じ
一

っ
た
と
い
う
程
で
、
捕
え
ら
れ
一

て
遂
に
魚
津
の
刑
場
の
露
と
消
一

え
ま
し
た
。
死
僚
は
魚
津
の
符
一

は
づ
れ
、
昔
の
諏
訪
問
神
の
北
F

方
、
回
畑
川
の
ほ
と
り
に
埋
葬

し
、
こ
れ
を
切
支
丹
援
と
秘
し

叉
妻
の
名
を
「
オ
テ
イ
テ
イ
カ

ラ
」
と
い
っ
た
の
で
「
オ
テ
イ

テ
イ
カ
ラ
の
援
」
と
も
い
っ
て

い
た
と
言
う
事
で
す
。

堀
う
ん
庵
の
寛
永
南
嶋
変
附
銭

に
「
死
骸
を
埋
め
た
所
は
魚
種

の
北
の
方
町
端

(
ま
ち
は
な
〉

に
て
諏
訪
明
神
の
向
う
な
る
松

原
也
今
干
其
塚
あ
り
て
イ
カ
ウ

康
一
玄
」
と
あ
り
ま
す
。

魚
津
の
古
い
地
図
(
天
明
の

頃
か
)
に
は
明
か
に
回
畑
川
が

記
入
さ
れ
て
あ
り
ま
す
が
、
現

在
そ
の
川
の
流
れ
が
変
っ
て
い

る
為
め
に
、
援
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
場
所
の
見
当
も
つ
か
ず

寛
永
の
頃
の
記
録
だ
け
で
は
、

幾
度
訪
ね
て
も
、

ーそ
の
場
所
を

見
付
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
等
覚

寺
本
堂
前
の
広
場
に
消
火
用
地

を
掘
っ
た
際
、
七
つ
の
首
桶
が

発
掘
さ
れ
た
の
で
、
鈴
木
孫
左

エ
門
一
家
の
首
で
あ
ろ
う
と
、

其
の
場
所
に
有
志
相
計
っ
て
、

供
養
塔
を
建
て
懇
ろ
に
供
養
致

し
ま
し
た
。
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皆
さ
ん、

秋
季
交
通
安
全
運

動
は
期
間
中
「
つ
も
事
故
が
な

く
、
こ
こ
に
目
出
度
く
終
了
致

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に

皆
さ
ん
の
理
解
あ
る
御
協
力

と
、
御
支
援
の
賜
に
外
な
ら
な

い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、

こ
の
運
動
は
、

単
な
る
期
間
中

の
一
行
事
と
し
て
の
み
取
り
上

げ
ら
れ
る
べ
き
問
題
で
な
く
、

と
の
運
動
に
よ
っ
て
得
た
貴
重

な
経
験
を
、
如
何
に
し
て
生
か

し
、
交
通
事
政
の
な
い
明
る
い

符
に
す
る
か
と
言
う
課
題
に
対

す
る
回
答
は
む
し
ろ
今
後
に
残

さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

今
後
皆
さ
ん
の
向
一

層
の
御
協

力
御
支
援
を
お
願
い
す
る
わ
け

も
こ
ふ
に
あ
る
の
で
ず
。
期
間

中
特
に
気
付
い
た
点
を
申
し
上

げ
て
、

将
来

へ
の
御
参
考
に
供

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
対
面
交
通
の
隊
格
に
守
ら

れ
て
い
た
の
は
、
子
供
さ
ん

だ
け
で
、
大
人
の
入
、
特
に
御

婦
人
方
の
問
に
は
、
無
関
心

な
態
度
が
見
受
け
ら
れ
た
事

入
一
、
白
を
こ
と
更
に
道
路
上
に

は
り
だ
し
た
り
、

道
路
上
に

自
動
車
そ
の
他
の
も
の
を
、

交
通
の
妨
害
と
な
る
様
に
放

置
し
た
も
の

=τ
依
然
と
し
て
幼
児
の
道
路

上
で
遊
ぶ
も
の
、
特
に
遊
戯

中、

突
然
横
道
か
ら
交
通
頻

繁
な
道
路
に
飛
び
出
し
て
横

断
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
多

か
っ
た
。
と
れ
は
最
も
危
険

で
す

公
営
住
宅

建
設
工
事
に
着
手

住
宅
に
お
困
り
の
方
々
の
た

め
に
、
少
し
で
も
之
を
緩
和
し

ょ
?
と
、
市
で
は
毎
年
建
設
し

て
い
る
公
営
住
宅
に
つ
い
て
、

本
年
も
三
十
三
戸
を
そ
れ
よ
¥

次
の
場
所
で
建
設
す
る
こ
と
に

な
り
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

完
成
は
来
春
二
月
初
旬
頃
で
、

入
居
の
募
集
は

一
月
中
旬
と
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

道
下
地
区
青
島
一

O
戸

一
戸
九
坪
〈
木
造
〉

下
中
島
地
区
三

ケ

十

五

戸

二
戸
十
一
坪
(
木
造
)

下
野
方
地
区
本
江

八
戸

一
戸
十
三
坪
ハ
耐
火
構
造
〉

かし、

四
、
無
免
許
運
転
が
多
い
こ
と

前
期
間
中
事
故
が
な
か
っ
た

ば
か
り
で
な
く
、
魚
津
市
は
昨

年
よ
り
約
五
割
の
事
故
が
減
っ

て
お
り
ま
す

県
下
で
、
こ

の
よ

う
な
嬉
し
い
例
は
外
に
小
杉
警

察
場
の
管
内
だ
け
で
あ
り
ま
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
御
協
力

の
あ
る
限
り
、
い
ま
わ
し
い
悲

惨
な
交
通
事
故
の
一
つ
も
な
い
・

明
る
い
大
魚
津
市
の
建
設
も
、

決
し
て
む
ず
か
し
い
事
で
は
な

い
訳
で
あ
り
ま
す
。
今
後
共

一

層
の
御
協
力
と
御
支
援
を
賜
h
り

ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
叉
忘
れ
た
の

右

側

よ

あ
な
た
が
規
則
を
守
れ
ば

規
則
は
あ
な
た
を
守
る

ハ

iJヴ

九」
ι

・

φ
事

mm

一

…
手

一

一
の

一

大
正
五
年
と
言
え

…

-b
…
。ば
、
丁
度
今
か
ら
一
一
一

.
か
一
十
九
年
前
、
昔
の
水

一
力

…
族
館
に
、
帝
国
大
学

一
ー

…
水
産
動
物
研
究
所
が

…
，

…
あ
っ
た
頃
、
年
若
い

J
一
二
人
の
夫
婦
の
「
ア

7
一
メ
リ

カ
」
の
学
者
の

4

一
姿
が
、
其
の
当
時
の

街
の
人
選
に
'珍
ら
し
く
、
親
し

〈
迎
え
ら
れ
て
い
た
事
が
あ
り

ま
す
0

.

其
の
時
の
記
念
写
真
と
、
「
ア

メ
リ
カ
」
か
ら
送
ら
れ
た
町
民

に
対
す
る
感
謝
の
手
紙
と
を
、

水
族
館
に
掲
げ
て
参
観
者
に
見

て
戴
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
二
人
の
学
者
は
、
そ
の

後
ど
う
な
っ
た
か
、
ょ
う
と
し

て
消
息
が
絶
え
て
い
ま
し
た
が

最
近
二
人
と
も
達
者
で
、
プ
り

シ
ス
ト
シ
大
学
で
ア
メ
リ
カ
の

有
名
な
動
物
学
者
と
し
て
、
研

究
を
続
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
が

魚
湾
出
身
の
お
茶
水
大
学
教
授

西
崎
一
郎
氏
か
ら
伝
え
ら
れ
て

き
た
の
で
早
速
通
信
を
致
七
ま

し
た
処
、
次
の
手
紙
に
一
九
五

O
年
に
撮
っ
・
た
写
真
を
送
っ
て

き
ま
し
た
。

手
紙
(
訳
文
〉

い
つ
か
魚
津
?
勉
強
し
た
時

の
妻
と
私
の
写
真
と
共
に
貴

下
の
手
紙
を
受
取
り
欣
快
に

堪
え
ま
せ
ん
。

私
は
合
併
に
よ
っ
て
、
小
さ

芯
町
が
大
き
な
市
に
な
っ
た

と
と
に
お
祝
い
を
述
べ
る
と

共
に
、

貴
下
が
市
長
さ
ん
で

あ
る
と
聞
い
て
非
常
に
嬉
じ

く
存
じ
ま
す
。

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
一
月
=
十
五
日
ま
で

十
一
月
十
三
日
(
土
)

天
神
地
区
市
勢
振
興
委
員
会

開
催

全

十

五

日

(月
〉

魚
津
水
族
館
の
魚
類
の
放
生

会
を
執
行

全
十
六
日
ハ
火
〉

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

全

十

七

日

ハ
水
)

市
勢
振
興
委
員
会
代
議
員
会

開
催

愛
知
県
南
設
楽
郡
新
城
町
か

ら
行
政
視
察
の
た
め
来
市

全

十

八

日

ハ
木
〉

山
形
県
南
置
賜
郡
南
保
村
議

会
議
員
等
行
政
視
察
の
た
め

来
市

全
二
十
日
ハ
土
〉

市
議
会
総
務
、
建
設
合
同
委

員
会
開
催

全
=
+
=
日
ハ
月

J
)

供
米
側
当
の
農
業
委
員
会
開

催宮
山
間
建
設
省
道
路
局
長
果
市

全
=
+
四
日
ハ
水
〉

供
米
割
当
の

農
業
委
員
会
開

催奈
良
県
大
和
高
田
市
議
会
議

員
が
行
政
視
察
の
た
め
来
市

全
=
十
五
日
ハ
木
〉

安
部
品
旅
議
院
人
事
委
員
会
専

門
員
が
地
妓
給
の
調
査
の
た

め
来
市

エ
イ

i
博
士
か
ら
の
便
り

妻
と
私
は
ず
っ
と
以
前
魚
津

で
私
達
が
過
し
た
回
会
度
々

想
い
出
し
て
お
り
ま
す
。

私
が
勉
強
し
た
小
さ
な
研
究

室
を
今
も
は
っ
雪
り
憶
え
て

い
ま
す
。
今
度
造
ら
れ
た
水

族
館
は
実
験
と
展
官
の
た
め

に
造
ら
れ
た
立
派
な
新
し
い

研
究
室
で
あ
る
と
聞
い
て
嬉

し
ぐ
存
じ
ま
す
。

多
分
新
ら
し
い
研
究
室
が
資

、

料
館
と
し
て
出
発

L
つ
L
あ

る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

そ
れ
で
私
の
研
究
書
の
発
行

所
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

1

グ
市

の
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

社
」
に
尋

ね
て
、

勢
光
有
機
体
の
生
成

ル
詳
細
に
著
述
し
た
「
バ
イ

オ
ル
ミ
イ
ニ

イ
ス
エ

シ
ス
」

の
写
し
を
お
送
り
申
上
げ
ま

し
た
。
そ
れ
は
「
ホ
タ
ル
イ

カ
」
の
研
究
の
為
に
や
っ
て

く
る
研
研
生
に
非
常
に
役
立

つ
と
存
じ
ま
す
。

私
は
一
九
五

O
年
に
撮
っ
た

一設
と
私
の
雪
真
を
お
送
り
申

上
げ
ま
し
た
。
当
時
と
変
っ

た
の
守
御
院
に
な
っ
て
興
味

深
く
お
思
い
に
な
ら
れ
る
事

で
し
ょ
う
。

貴
下
か
ら
送
っ
て
頂
い
た
手

紙
と
私
達
の
写
真
に
重
ね
て

厚
く
御
札
申
上
げ
ま
す
。

私
達
の
敬
意
と
親
頼
を
こ
め

て
。ィ

、
-
一
ユ
ウ
ト
シ
、

ハ
ー
グ
エ
イ
1

市

竣忠

工 魂

碑

か
ね
て
魚
津
市
碑
友
会
に
於

て
旧
魚
津
町
忠
魂
碑
現
場
に
市

忠
魂
碑
を
建
設
中
の
処
、
ほ
ぼ

••• 
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r
h
E
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講
習
会
二

つ

(
其
の
一
〉

市
建
脅
指
導
者
講
習
会

去
る
十
一
月
十
三
日
か
ら
一
一
一

日
間
、
西
布
施
光
学
坊
に
於
い

て
、
市
教
育
委
員
会
並
び
に
市

連
合
青
年
団
主
催

の
も
と
に
第

三
回
魚
津
市
連
育
指
導
者
諮
習

会
が
開
か
れ
、

市
長
は
じ
め
教

育
委
員
長
、
教
育
長
の
挨
拶
祝

辞
が
あ
り
、

講
師
と
し
て
市
よ

り
北
条
図
書
館
長
、
県
よ
り
京

谷
準

一
主
事
等
と
十
数
名
の
方

々
に
よ
り
盛
大
に
行
わ
れ
、
十

五
日
午
後
四
時
、
五
十
有
余
名

に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
一
一
一
日

間
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

研 究 室 の ハーグエイー夫妻

レ
ク
レ

1
シ
ヨ
シ
風
景

ハ
其
の
=
〉

第
二
回
角
川
三
校
下

青
年
団
幹
部
養
成
講
習

地
獄
社
会
の
課
題
の
解
決
、

地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
に
、

市
内
各
地
区
の
単
位
団
は
、
奉

仕
、
教
養
、
運
動
、
レ
グ
レ
ー

シ
ヨ
シ
等
の
事
業
を
行
っ
て
来

た
が
、
今
度
角
川
校
下
の
三
青

年
聞
が
左
記
に
よ
り
幹
部
養
成

の
講
習
会
を
自
主
的
に
開
催
す

る
事
に
な
っ
た
。

記

一
、
場
所

「
閏
」
放
置
さ
れ
る
大
根
菜
等
膏
て
必
然
的
に
興
る
産
業
で
す
。

菜
の
利
用
法
を
き
、
た
い
。
規
模
が
大
き
け
れ
ば
、
サ
イ
ロ

「
答
」
御
気
付
の
通
り
、
巷
に
が
あ
り
、
一
寸
乾
燥
し
て
、
苧

山陥
れ
る
菜
葉
等
は
真
に
勿
体
な
革
、
青
刈
大
豆
、
グ
ヅ
業
等
サ

い
も
の
で
す
。
心
が
け
次
第
で
イ
レ

1
ヂ
に
詰
め
ま
す
。
ピ
夕

立
派
な
食
糧
、
飼
料
、
肥
料
K
な

ミ
シ
飼
粧
と
し
て
泌
乳
量
を
増

り

ま

す

。

す

資

糾

と

し

て

金

で

買

え
な

先
づ
食
糧
で
す
が
1

水
菜
に
し
い
価
値
の
あ
る
も
の
に
な
り
ま

ま
す
。
方
法
は
大
根
誕
の
外
側
す
。

の
剛
い
の
を
と
り
去
り
、

熱
湯

特
に
養
鶏
を
な
さ
る
方
々
は

で
茄
で
‘
其
の
熱
い
の
を
茄
汁
多
の
日
で
も

一
日

一
羽
に
拾
匁

の
桶
ま
ふ
に
つ
め
て
上
か
ら
霊

以
上
の
葉
葉
を
や
ら
ね
ば
な
ら

石
を

し

て

お

〈

。

な

い

。

其
の
羽
数
少
-勘
案
し
て

長
い
多
、
青
葉
の
不
足
す
る

甘
藍
を
作
る
、
結
球
の
組
宋
な

期
間
、
然
も
ピ
一
:
‘
パ

J
i
-
-
:
i
i
i
i
J
も
の
で
結
構
で

h
F
3
y
A
d
二

世

広

重

守

主

主

土

'
か
ら、

雪
の

D
に
富
み

奨

緑

一

日

口

銭

此

り

ヨ

…
中
か
ら
と
h

リ出

ふ
↑
当
伊

素
、
粗
セ
シ
イ

v
・v
・-:::・:
i
i
:し

し
て
毎
日
鶏
に

を
提
供
す
る
と
の
水
菜
を
必
要
や
り
ま
す
。
体
の
健
康
等
真
に

の
都
度
と
り
出
し
て
使
い
、

法

申

し
分
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
は
泊
で
イ

タ
メ
て
喰
べ
る
。

最
後
に
肥
純
化
で
す
が
、

菜

次
に
有
畜
農
業
経
営
の
飼

料

奨

一
枚
で
も
震
一
本
、
草

一
本

用
に
も
、
極
め
て
重
要
で
す
。
が
心
が
け
次
第
で
立
派
な
堆
肥

方
法
は
乾
燥
飼
料
か
サ
イ
レ
ー
に
な
り
ま
す
。
と
か
く
唐
菜
を

ヂ
に
す
る
方
法
で
す
が
、
先
づ

散
乱
さ
せ
て
お
く
事
は
感
心
し

大
根
の
外
葉
、
白
菜
、甘
藍
、
出
ま
せ
ん
。
キ
レ
イ
に
掻
き
集
め

荷
の
外
、
葉
等
小
規
模
な
ら
ば
て
清
潔
に
す
べ
き
で
す
。
畑
に

レ
シ
ゲ
、

菜
種
の
よ
う
に
細
で
の
と
す
病
葉
の
病
菌
は
伝
染
源

あ
ん
で
吊
し
て
お
く
、
山
芋
、
に
な
っ
て
名
高
い

産

地

は

十

一

細
羊
、
家
畜
等
の
好
物
で
す
。
年
、
十
五
年
と
た
つ
中
移
動
す

野
菜
の
産
地
は
膏
産
の
盛
ん
な
る
の
は
廃
史
の
証
明
す
る
処
で

地
で
あ
る
と
と
は
、
と
の
捨
て
あ
り
ま
す
。

る
葉
を
利
用
十
る
こ
と
に
よ
っ

二
、
期
日

魚
津
市
北
山

(
仁
右
エ
門
宅
)

十
二
月
四
、
五
日

ハ
一
泊
三
日
間
)

怯
倉
、
下
中
島
、

上
中
島
青
年
団

市
教
育
委
員
会
松

一
二
、
主
催

四
、
協
力

の
~ 

て

し、

魚
津
市
稗
友
会
か
ら

竣
工
、

遠
か
ら
ず
竣
工
式
及
び

慰
罵
祭
を
執
行
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
市
当
局
及
び
市
民

各
位
の
御
援
助
、
御
協
力
を
感

謝
致
し
ま
す
。

街
と
の
上
と
も
忠
魂
の

顕

彰
、
忠
魂
仰
の
保
全
、
遺
家
族

の
援
護
、
戦
争
犠
牲
者
へ

の
協

力、

海
外
同
胞
引
場
運
動
等
の

目
的
達
成
の
為
、
挙
市
全
戸
の

本
会
御
加
入
方
を
念
願
し
て
お

め
ま
す
。工

事
の
概
要

一
、
本
碑
の
手
入
れ
二
、
瑞

垣
の
修

築

三

、
門
扉
の
新
設

四
、
高
麗
狗
受
戻
据
付
玉
、

御
影
石
標
柱
建
設
六
、
芳
名

簿
洞
カ
シ
作
製倉

、
下
中
島
、
上

中
島
公
民
館
、
市

連
育
、
県
青
協

五
、
講
習
会
要
項

L
郷
土
の
廃
史
に

つ
い
て

板
井
久
次
郎

Z
分
科
会
討
議

3
青
年
団
の
在
り
方
に
つ
い
て

京
谷
準
一

4.
団
運
営
の
実
態
発
表

F

札
魚
津
市
政
に
つ
い
て

-
清

河

七

良

6.
県
青
協
の
現
状

米

屋

芳

夫

円ムリ
グ
リ
エ

1
シ
ヨ
シ
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園
書
舘
は
毎
月
末
を
休

舘
日
と
す
る
己
と
に
な

り
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
の
図
書
館
の
休
館

日
は
毎
水
曜
日
と
国
民
の
祝
日

で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
十

一
月
末
を
初
回
に
臨
時
措
置
と

し
て
当
分
の
問
、
毎
月
末
を
休

館
日
と
制
定
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
み
な
さ
ま
に
お
伝
え
い
た

し
ま
す
。
こ
の
理
由
は
、

①
利
用
者
が
激
増
し
た
昨
今
公

開
書
架
室
の
本
の
排
列
が
非
常

に
混
乱
を
き
た
し
、
利
用
者
に

小
骨
価
格
の

A
m
w
市
の
収
入
と
念
り
ま
す

刻
宮
内
二
一
円
六
一
賓
・
向
刊
刻
一
伺
)
ゴ
百
九
.t攻

隠理組麺は前内で買いましょラ

旅

出
張

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
と
い

-

う
と
と
o

図
書
館
の
た
な
の
本

一
新

刊

厨

書

案

内

は
利
用
者
の
便
宜
を
は
か
つ
て

一

最
近
入
荷
し
皆
様
の
御
利
用

内
容
の
同
じ
も
の
が

一
カ
所
に

一
を
お
ま
ち
し
て
い
る
新
刊
書
を

集
っ
て
お
り
、
そ
の
同
じ
集
団
二

一、

三
御
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

の
本
は
、

著
者
の
ア
ル
フ
ァ

一
①

人

生

案

内

清
水
幾
太
郎

ベ
ッ
ト
順
に
整
然
と
な
ら
べ
て

一
著

(
岩
波
書
問
〉

あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
利
用
者

一
①

痛
く
な
い
お
産

日

本
赤

の
な
か
に
は
引
出
し
て
お
読
み

一
十
字
社
産
院
編

(蒼
樹
社
〉

に
な
っ
た
あ
と
、
本
だ
な
の
空

一①
ほ
し
く
づ
北
川
鵠
村
著

い
て
い
る
と
こ
ろ
(
ど
こ
へ
で

一
〈青
林
書
院
)

も
〉
え
押
込
ん
で
帰
ら
れ
る
方

一
@

山

岳
講
座

一

巻

t
六
巻

が
割
に
多
い
の
で
排
列
が
混
乱

一川
崎
隆
章
編

(
白
水
社
)

す
る
の
で
す
。
こ
の
混
乱
を
な

一①
読
売
報
道
写
真
集
ハ
競
売

お
す
た
め
に
、
毎
朝
、
職
員
一

二
新
聞
社
〉

人
が
作
業
を
し
て
お
り
ま
す
が

一①
建
築
写
真
文
麿
ハ
彰
国
社
V

何
し
ろ

一
万
加
近
い
本
で
あ
り

一

一
巻
和
風
喫
茶
底

ま
す
の
で
全
部
な
お
し
き
ら
ぬ

一

二
巻
レ
ス
ト
ラ
シ

う
ち
に
叉
混
乱
す
る
と
い
う
状

一

三
巻

専
門
田
舗

態
を
解
決
す
る
た
め
に
全
職
員

一

四
巻
洋
風
喫
茶
屈

が
登
館
し
て
こ
の
仕
事
に
当
り

一

五
巻

茶

室

翌
一

日
か
ら
き
ち
ん
と
し
た
本

一

六

巻

床

の
間

だ
な
に
接
し
て
い
た
だ
こ
う
と

一

七

巻

茶

庭

い
う
と
と
で
す
。

一

八
巻
斜
亭
の
座
敷

①
館
内
の
清
掃
ど
消
毒
の
た
め

一

十
巻
和
風
の
門

①
借
h

リ
出
さ
れ
た
木
の
延
滞
納

一十
一

巻

洋

風

の
門

督

促

事

務

を

と

る

た

め

十

四

巻

キ

ヤ

パ

レ

1

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

二
四
巻

和
風
の
窓

篤

志

魚
津
市
田
方
町
吉
崎
い

さ
さ
ん
は
、
去
る
十
一
月

十
九
日
本
市
生
活
困
窮
者

に
対
す
る
援
護
の
資
と
し

て
金
五
百
円
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。
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ロ
マ
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・
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1
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1
4
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エ
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エ
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ア
イ
オ
リ

明

シ
)
eM
・
サ
ー
ジ
エ

Y

ト
〈
指
問

揮
〉
ロ
イ
ヤ
ル
交
響
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ハ
ピ
ー

グ
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